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-「あふれたもの」を「ありふれた街」に設える建築- 
 
OUT OF THE WAREHOUSE UNDER THE LONG ROOF 
THE ARCHITECTURE WHICH DISPLAYS A LOT OF OVERFLOWING THINGS IN THE COMMON STREET 
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I want to convert the shuttered shopping street. The purpose of this project is to attract people and a lot of 
things in shopping street again. So in this proposal, it is possible to conversion the shuttered shopping street at 
Kobe as storages of the museum and we aim to make a prototype for drawing a new local shopping street image.  
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1．はじめに	 
ものが溢れる「豊かな」現代において、私たちは「もの」
と「場所」に対する関心を失いつつあるのではないだろう
か。社会が情報化していくにつれ、「もの」は必ずしも触
れられる必要はなく、特定の「場所」に拘って生活する必
要性もなくなってきている。「もの」も「場所」もスクラ
ップアンドビルドされているのではないか。	 
そこで、私は現代における「もの」と「場所」の２つの
問題点に着目し、それらを解決することで、新しい価値観
を創出できるのではないかと考えた。一つは博物館の収蔵
庫について。もう一つはシャッター商店街についてである。
もしもシャッター商店街のシャッターが開け放たれ、人々
の活動や「もの」が再び溢れ出せば、シャッター商店街は
生まれ変わるのではないだろうか。	 
ゆえに、本提案では神戸市のシャッター商店街を博物館
の収蔵庫としてコンバージョンすることで、商店街、地域
を救い、新しい地方の商店街像を描くためのプロトタイプ
を作ることを目指す。	 
	 
２．事例研究	 
（１）「もの」が溢れる現代：博物館の収蔵庫	 
「収蔵品が溢れている」これは、全国の博物館で起こっ
ている、もしくは起こり得る課題である。博物館は高度経
済成長期に日本において次々に増加していく。昭和 60 年
代は 2000 館前後だったものの、平成８年にはその倍の
4000 館を越えて増加を続けてきた。現在、博物館の数は頭
打ちではあるものの、全国でおよそ 5700 館ほど存在して
いる。（図１）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図１	 全国の博物館の数	 
	 
しかし、NHK が実施した調査によると、図のように全国
の登録博物館の中でも約半数で収蔵庫がほぼ満杯である
と回答している。（図２）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図２	 博物館の収蔵庫の状況	 
	 
これらの原因は２つ考えられる。一つは博物館における
収蔵庫の割合が設計段階で少ないということである。	 
本来収蔵施設の面積は館の1/3ほどを占めている必要が
あるとされているが、実際にそのような面積を確保できて
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いる例は少なく、大抵は展示部門などに割合が割かれ、収
蔵部門がないがしろにされるケースが多いのが実状のよ
うである。	 
	 もうひとつの要因は社会問題から起こる、収蔵品の急激
な増加によるものと考えられる。実は高齢化と収蔵品の増
加は無関係ではないようで、例えば秋田県立博物館では収
蔵品の寄贈された割合が年々増加しており、その数は 9 万
8 千件にものぼるようだ。（図３）	 
	 
	 	 図３	 秋田県立博物館の寄贈品と全体に占める割合	 
	 
	 さらに全体の収蔵品に対する占有率は 64%にも及ぶ。こ
のケースはかなり稀なケースであることは間違いないが、
このような事態は高齢化が進む日本においては、どの地域
でも起こり得る問題ではないだろうか。	 
（２）全国で増加するシャッター商店街	 
	 地方の商店街が廃れ、シャッター商店街になってきてい
る。商店街は地域住民にとって生活に欠かせないインフラ
ストラクチャーとして機能してきた。また、それだけでな
く、観光地においては観光客を呼び込むための資源でもあ
った。しかし、現在はかつてのような賑わいを保っている
商店街は少ない。それにはいくつかの要因が考えられるの
ではないだろうか。	 
	 ひとつは、公共交通機関に取って代わって自動車社会に
なったことである。今でこそ、自家用車を持っていない家
庭も増えてきているものの、従来の駅や都心部のみに集中
していた経済活動が自動車の普及によって、地価の安い郊
外へと移動することが可能になった。特にこのようなロー
ドサイドの商業施設はイオンに代表されるようなショッ
ピングセンターのように、一カ所で必要な機能を充足でき
るとあって一気に買い物の場としての地位を確立した。	 
	 次に考えられるのは、高齢化問題である。1970 年代に作
られた多くの商店街で商売を営んでいた店主高齢化が進
んでいる。これに伴い、後継者が不足。２階部分が住居で
ある場合は手放すこともせずシャッターの閉まったまま
であることで、店舗の入れ替わりが起こらないという悪循
環である。特に商店街は個人が一店舗毎を所有しているた
め、利権関係が複雑である場合も多く、中々手を加え辛い
という側面もある。	 
	 中には丸亀商店街など、建築家が入り商店街として復活
した事例もあるが、そのような事例は決して多くない。	 
私は商店街の構成は生かしつつも、商業ではない他の役割
を与え生まれ変わらなければいけないのではないかと考
えている。	 
	 
３．敷地	 
（１）神戸市長田区の風土	 
長田区は 1995年 1月 17日に阪神淡路大震災を経験して
から衰退しているのではない。	 
長田の地名の由来が「長く開けた田」ということからも
分かるように、かつて、長田は内陸部の大部分を農地が占
めていた。一方海側は現在のような港としてではなく、漁
村であり砂浜が広がっていたことが航空写真から読み取
れる。	 
大正時代以後、条里制が用いられ区画整理が行われ、や
がて、田園地帯と漁村の間に街道が通り港町となる。港が
できると、海側は工業地帯として栄えていく。次第にケミ
カルシューズなどの工業製品をつくる工場ができ、そこで
働く人が住むための木造長屋が急速に建設される。	 
これらの働き手の生活を支えるために多くの商店街が
生まれた。	 
この頃は活気に満ちていた長田も、少子高齢化の波にの
まれ、次第に人口が減少していった。そのような矢先に起
きたのが阪神淡路大震災である。震災がきっかけとなって
人口減少に一層拍車がかかり、ピーク時の半分以下となっ
てしまう。	 
	 震災によって長田の駅前は多大な被害を受け、多くの建
物が倒壊・全焼してしまう。これらの事態を受けて神戸市
が再開発計画を発表したのは、阪神淡路大震災からわずか
数ヶ月後のことであった。	 
その復興計画によってできた駅前商店街はオープン当
初こそ華々しく賑わったものの、今では多くの店舗がシャ
ッターを閉めている。（図４）	 
このような事態からも従来のような復興計画・商店街の
提案では長田の街にとって未来がないことは明白である。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図４	 シャッターが閉まる駅前商店街	 
	 
（２）六間道商店街	 
私が今回敷地に設定した長田区の六間道商店街は、新長
田駅前からは少し離れた場所に位置しており、震災の被害
は免れた。	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ゆえにこの地に古くから根付く豊かな路地空間や昔な
がらの地割りが残っている地域でもある。（図５）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 図５	 長田に残る豊かな路地空間	 
	 
ところが、この六間道商店街も例に違わずシャッター商
店街となってしまっている。これは徒歩圏内に大型のショ
ッピングセンターができたことや、人口の減少などが原因
として考えられる。（図６）	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図６	 六間道商店街の現状	 
	 
そこで、私は商店街を従来のような「ものを販売する場」
としてではなく「ものを収蔵展示する場」として転換する
ことを提案する。	 
	 
４．設計	 
（１）建築計画	 
現在の六間道商店街は虫食い状に空き店舗が存在する
シャッター通りとなってしまっている。そこで、空き店舗
を利用しながら商店街・地域全体を収蔵展示が行えるミュ
ージアムへとコンバージョンすることを提案する。	 
六間道商店街での調査の結果、全長 300m の商店街にお
いて 42 店舗、床面積にして約 2000 ㎡の空き店舗が存在し
ていることが分かった。この数値は国立の博物館が有する
収蔵庫の面積に劣らない数値である。（図７）	 
また、六間道商店街は 100m 毎の３つの街区に別れてい
ることから、街区毎に３つのフェーズを経て設計をしてい
くこととする。	 
	 
	 	 図７	 六間道商店街における空き店舗のプロット	 
	 
（２）設計手法	 
	 商店街をミュージアム化するにあたって３つのスキー
ムを設定する。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図８	 改修後の商店街の構成	 
	 
a)空き店舗のストレージ化	 
	 既存の空き店舗の中でも１階は閉店しているものの２
階に住人が生活している場合と、完全な空き家となってい
る場合がある。	 
	 まずは２階に住んでいるものの１階で営業をしていな
い、床を持て余している店主に対して商店街組合から打診
を行い、収蔵展示スペースとして提供してもらう。最初の
展示は商店街組合や近隣の住民の持ち物など、「捨てられ
ないもの」を収集する。	 
b)アーケードの改修と間戸空間の挿入	 
	 このような店舗が増えてきて、いよいよ商店街全体でア
ーカイブ活動へと取り組むことになる。神戸市では毎年復
興のための予算が計上されているので、その支援を受ける。
また、神戸ビエンナーレなどとも連携することを視野にい
れる。活動は若手の学芸員などの協力を得ながら NPO によ
って運営されていく。	 
	 今までは店舗毎にばらばらで行っていた活動だが、アー
ケードという一つの軸をもってミュージアムを構成して
いくため、老朽化したアーケードを耐震補強すると共に間
戸空間を挿入する。間戸空間とは、アーケードと店舗の間
に存在する隙間に充填された空間として定義した。アーケ
ードと店舗は建設時期の違いや構造上縁を切らなければ
いけないため、どうしても隙間が生じてしまう。通常であ
れば庇を設けるか看板建築のように店舗単体で帳尻合わ
せを行うが、本計画ではその隙間を一体の敷地として捉え
薄い壁によってできた薄い空間をつくりだす。	 
	 これによってアーケード下のヴォイドを取り囲むよう
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に薄くリニアな緩衝空間が生まれ、さらにその周りを商店
収蔵庫が取り囲むという層状の構成ができあがる。	 
	 間戸空間には沢山のマドが設けられ、風除室・収蔵展示
室・営業を続ける店舗の什器・住民の憩いのスペースとし
て、様々な活動の溢れ出しを受け止める空間として機能す
る。	 
c)拠点となる収蔵庫・修復部門の建設と企業の誘致	 
	 やがてもう200m分の商店街でも事業を展開していく際、
拠点となるような施設が必要となるのではないか。	 
	 そこで、空き地を利用して新築の収蔵庫と修復作業がで
きるスペースを建設する。六間道商店街の近辺には長田港
があり、また、高速道路の IC が近くにあるため多くのも
のや人が集まる場所でもある。実際に倉庫業を営んでいる
企業にとっても地理的なメリットは大きいのではないだ
ろうか。そのような倉庫業の企業にも加わってもらい新設
の RC 造による収蔵庫などを設計した。	 
	 形態としては商店街のアーケードと並列しながらも異
化するために切り妻型を L 型に曲げたような構成とした。	 
	 専門的な知識をもった企業に加わってもらうことで、博
物館の収蔵庫から溢れ出てしまったものも引き受けるこ
とができる。	 
	 また、完全な空き家となってしまった店舗は２階の床を
抜き吹き抜けとすることで、大きなものも収蔵できるよう
にする。	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図 9	 層状の断面構成	 
	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図１０	 大通りから見た立面	 
	 
（３）生まれ変わる風景	 
	 アーケードの上部には点検通路があるため端部は天井
が仕上げられている。その仕上げをはがすとともに、点検
通路を間戸空間の上部に移すことで、アーケードからの間
接的な光が落ちる。	 
	 今まで動きのなかった店舗立面は間戸空間にへばりつ
く開口部や人の溜まりを生み出す凹凸によって、再び動き
出す。	 
	 商店街は非常に内向的な構成をとっているが、間戸空間
が周辺の路地に接続していくことで、次第に商店街は外に
も開いていき、やがてファサードを持つようになる。	 
	 「もの」は集積され、人が留まることが商店街を通り過
ぎるだけの場所から救う手だてになるのではないだろう
か。	 
	 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 図１１	 俯瞰パース	 
	 
５．おわりに	 
	 今回の提案は「シャッター商店街」という全国で起こっ
ている問題を解決するにあたって一つのプロトタイプに
なると考えている。	 
	 しかし、シャッター商店街はどこも同じではない。その
地域の風土によって設計のアプローチも変わってくるの
ではないか。そのことによって「同じ」シャッター商店街
という問題を解決しても、「その地域でしかできない建築」
が設計できるのではないかと考えている。	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